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　臺灣の 貧毛類の 調査は極めて 遲れ て ゐ る 。 僅 に IF’lie」’e：i）na 丑 面 酬 ε及び P1♂．　cce・idida 力統 島及び

畑井
1）

に 依 り，
Pl，．ノformosae及び PJt・　1κtpulosa 　 sautej

』i が INIICH．NF．LSEN
’
！）

に 俵 り，　 Plt・SP ・が高橋
3｝

に依 り報ぜ られ て ゐるに 過ぎない D 　　　　　　　　　　　　　　　 ．

　新竹中學校の 山中正 夫氏 ， 同校生川崎漢治及び斬垣盛 正 兩剥の 絶大な る御好意に 依っ て 193S 年 1 月 よ

り本年 1月 に 至 る 1 年聞の 毎月 ， 薪竹及び そ の附近の蚯蚓を探集の ．ヒ逶つ て 頂い た。

　以下數囘 に わた b月別 に各種 の 簡單なる記鼓をな し， 同地方 の 貧毛類相の 概略を豫報的に報告する事 と

す る♂
）

　 2 月分

　 1．　 Phe ，
・etima 　iOt・mos

’
ae ］Iicrtu二LSI・］）’1を1雲 　　　　

・

　　　1922　1⊃hf ’，1．SIIc　E ．．　Capita 　 Zoo 】．，1，3，　PP．39− 11，　fig．1ソ．

　 大形，：；：｝O］］コ　ITI 内外 （原記載の もの は 173inui）， 背面は 燻ん だ褐色 ， 腹面は亥白色， 側面 に於て 之等

の 色斌 まか した樣に交は る 。 環帶は淡い チ ヨ コ レ ート色 ，
工・1−− 16 節を占め ， 剛毛な しo 受精嚢孔は 4對，

5／6− S19 の 背面に 接近 して 開 く （5 笛 と 嚇 1との 聞の 溝を 6i6を以て 表は す 、 以下之 に準ず ）。 鮭性孔は

18節の 腹側面に あ る纈著な る隆起上 に開く6雄性孔 及び受精嚢孔附近 には屡々 不 顯著な る生殖突起が見

れ ら る。 精集i篷及び貯精嚢は 夫 々 ］0 及び 11 節に 遷 椀 の み 。

5）

　 分布 二新竹市 ， 甲仙庄 （原記載に は De 「f　Koseypo
， 北韓 23°8「

， 東徑 120D35
’

とあ り，第 5番 H の 種

類 P乃」 墹 ｝ulo 協 3αL｛‘8rεの 蓬地も同じ經緯度で Dorf　Koseml）o と記 して あるが，前書の y は m の 誤

植で ， 共に高雄州の 甲仙庄である と思ふ ）o

　備考 ：43 個體 （威熟 3i
， 未成熟 9）o 受精嚢孔の 位置，精集嚢及び貯精嚢が全 く特異 で あ る爲 め容易に

同定する事が出來 る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ．

　 2．　 P舳 ・8疹如 ‘昌 TaJeatorii（G ⊂［To 　 et 　H ．yr ：ti）189S

　　　 1900」P7i・．　T．（＝」Pli．　asp6rgUlu 〜n ），
］XIICH．LEI ．SE．X ，

　Ti σrrich
，
　Oligoぐhaeta

，
　P・318，

　 中或は 大形 （原詑載の もの は　314mm で あ るが 手許に ある標本 には 300inm に逹す る もの な し〉。 背

面黒編色 ， 腹面咲色。 環帶は黄一黒昧力詆 つ た褐色，14− 16 節，剛毛 な し  臨 奇嚢孔は 2封 ，
7／8 及び

819 の 腹側面 ， 多 くの 場合夫れ等各孔 の 後縁 （印ち次節の 一ヒ縁） に 2〜3 個 の ， 時に は 數個 の 微小な る生

殖突起を伴ふ 。 雄性孔は Is 節の 腹側面に あ る．顯著なる隆起上 に開 く。 そ の 隆起上に ば雄性孔 の 腹方 ， 剛

毛線を挾ん で 上下 に 各 々 冬個宛の 生殖突起が唯性孔 の 線 を底とす る二 等邊 二三角形 の 樣に 排列 して ゐる。

　 分布 ；臺北市 ， 新竹市

　 1）　189，　8
，
Ann ．　Zoo1．　Jal）．

，
　JJ；

　 2） 192？，Capit，a　ZooL
，
1

， 3；

　 3） 193L）
， 本誌 44，

527 （記 載事項 よ り判斷 す る に 1コ1L．　ICUII’〔iY 〔Lltcs （1ζi）s．O 　ISYI で あ ら う）

　 4）3 ・月分 の 中 の 1種 Periony．v　excavatl “g　E ．　PJCII］llj・：！t　lこ就 て は 9：lc東北帝大理 科報 告」 9388
，
2

， に

そ の 詳細 を 報告 した ，

　 5） 本囑の 大 部分 の 種類 に 於 て iま 10，11 及 び 1い 2 飾 に 夫 々 躡 腕 あ V．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 6．：）9
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　備考 ：30觸鱧 （成 19
， 未成 U ）o ）1【clrkE τn　1：N は Ph ．　tkgpe 」

’
．qilk↓ne （E ．］

’

j；RRIIiR ） ユ872 の シ ノ ニ ム と

し て ゐ る が吟昧を要する。

　3． 1）1Lの・8伽 ‘け ockfalieri，　C 皿 LN　1933

　　　193δ　Ph，・ラ 
，　GATES，　Ligilan　Sci，　J｛♪ur ．，　XIV ．　pP ．4轟呼一455

　小一中形。 淡い チ ヨ コ レ ート色の 谿 を除き一樣に青白。 環帶は 1← 16 節 ， 夫れ等各節の 腹面 に顯著

な る剛毛列が認 め られ る。 受精嚢孔は 3對 ，
51c・一η8 の 擲 ll厰 。 雄性孔 は 1s 笳 の 腹fffl｛tit： あ る顯著な

る小突起上に闘 く。 生殖突起は 8 及び 17 節の 腹崢 に 夫 々 2對宛 ， 何れも顯著 。 精災嚢は極めて 大 ， 反封

に 貯精嚢は 小 。

　分布 ：浙江省 ， 香港 ， 萩竹市

　備考 ：18 個體 （威 9，未成 9）o
一

見 ／’h．　pa ／naObct 丼側 細 及び體 色の 褪せ た iVt．　hul，eien ．sib・に 似

て ゐ るが 、
レ ソ ズ を使用すれば容易に 區別出來 る。

　4．　　．TJheretimα　cl
・ifrringeri．g　（B ．URD ）　］L869

　　　1938P7t ．．　cl．
．
　KoB ．ty ．！s ｝II

，
　Sci

，
　Rep．　T （巾uku 　lmp ．　Univ ．

，
　Biol．

，
　X ．E．1．1

，
2

、 1｝p．158− 161

　小一中形o 背面栗色 ， 腹面友白色o 環帶ほ チ ヨ コ レ ート色，M − 16節，剛毛な し。 受精嚢孔 4對 ， 5／6
− 8！9 の 腹働面 07 及び8節 ， 時に は 6及び 9 節に も 1對宛 の 生殖突起D 雄性 r此は 18 節の 腹側面の ノ1、

隆起 上に開き，そ の 上 に 1〜2個の 生殖突起をf；鷺 壊 が 多い Q 略 々 ｝− 7 節上 の 剛毛ほ 他よ り大き く， 腹

．画 中央 よ り側方 の もの に 至 るに從 ひ 間隔及び大 ざが漸次小とな る o

　分布 ：世界的 佃 本，交那，
ハワ イ 諸島， 南一中一一北米，

ア ゾ レ ス ，ス ン ダ諸島，一・ ユ ーカ レ ド＝ ア ，

コ

産 け 諸島 ，
ケ ープ ベ ル ド諸島 ， イ ソ ドt

ー
マ ダ カ ス カ ル ，　ドイ ツ ）

　備考 ： 正7 個瞠 〔成 3，未成 1劫 他に 本種と思 は れ る幼膿 1嵳あ り。

　δ， 銑 87
．圏
etiln α ノ》αノn 〜1．o．s・（G （

’ll【〕sx ）s〔‘耽 7
・
三｝∫1田 △ ELSE 蓋 1922

　　　192：〜　」
，lt・1，・s，

，
］「エCH 　Capit・a 　Zool．， 1，3，　PP．26− 28

，
　fig．4．

　分布 ：新竹市，甲仙庄 （Dor ［　 ｝（Oliempo − 1’h．7
・oc！，：t

’
e］le・ri の 項參照〕。

　備考 ：一見 勲 ，？
「
ocl・felleriに 酷似して ゐる が p よ り小形で ある事 ， 生殖突起は極め て小さ く而も多數

で ， 8，17 及び 18 節 僻 に は 19 簸に も）の 各簾の 腹面 に稍 t 不規則に 横に 排列 して ゐ る等の 點か ら容

易に區別 される o 習 1、μ 妙 ノα ‘ は 夫れ等の 生殖突起の 數が 跚 ‘オ酬 よ りも多 い ， 鶴ち前者に 於て は 各

節に約 E「x）
， 後者に於 て は約 15− 200 ：Ypiea の 分布 ： ス マ トラ ，ビ ル マ ，マ レ ー牛臨 成熟體 3

。

　6， 1’he］
ietim

α lt・Ul’）eierbLgis （）tlC］コMt 　LSEts
’
）1895

　　　1｛93S 　J）h．　h．，　KoB ．“ ’．xsm ，　Sci．　Rep ，1］obo ］“ 11LI ／lp ．
’
Uniy ，　Biol．　XU 亅，2，｝］1コ．152− 153

　中形 。 淡い チ ヨ コ レ ー 1一色 の 環帶 を除き線 邑乃至 黄隷色，背部正 中線の 色は濃い 。 環帶 1− −16 節 ， 夫

れ等各節 の 腹面に剛毛並 ふち 一般に 剛毛數大。 受精嚢孔は 3 對 ，
617− Sigの 腹面 に は比較的接近 して 開 く

雄性孔は 】8 節の 腹面 （受粘孔 の線）に ある不顯 著な る小突起上 に開く。 雄習三孔の 線 に近 く，1711s 及び

18／19 土 に 2 對の 顯著な る生殖突起が常 に見 られ る。 本囑の 大部分の 種類に於て は 缺除する か或は貘跡

的で ある隔壁 8！9 が 正常 に 發達 して ゐるo

　分布 ： 本州，四國，九州，朝鮮 ，南及び中都滴洲 ， 中及び南支那 （恐 らく北支も）； （北米の 濃室 に も見

出 されて ゐ る）o

　備考 ：未成熟體 2
。 糞 ミ ・ズ と呼ば れ ， 手 に仔い た惡臭は仲 々 坂れない

。 魚釣 に は適しない 。

　7．　 」
’Jieretin｝a 恥 1

　40nnn 足らず の 小形種D 新種 の 樣 で あ るが 僅に t個體 〔成熟）で ， 體翻 こ相常の 寄生虫が見られ る故 ，

記載は將來 に讓る ⊂，

　 8．　 1⊃hei’etbn α sp 　1
．
L

　他の 種類 とは 異 る も 1個髏 （成熟）で 然 も頭部 が破碎され て お る 爲め同定困難。 但 し ， 江蘇省及び浙五
省痙の 1’h．Ieitceeir（

’
a　C ｝【上：“

’1933 に 似て ゐる D
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